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放射崩壊発生可能性に基づく崩壊前駆現象の考察

• 放射崩壊の予知と理解は，ヘリカルプラズマの密度限界の

改善のために重要な課題である

• データ駆動アプローチによって崩壊発生可能性を定量化

- SVMによる状態分類とスパースモデリングによる特徴抽出

- 抽出された特徴パラメータ：!𝑛&, CIV, OV, 𝑇&,&()&
• 崩壊可能性が上昇する時間帯の

プラズマ周辺部での現象を

周辺プラズマ輸送シミュレーション

（EMC3-EIRENE）を用いて考察

• C3+イオンの分布が変化し，

局所的なピークを持つことを確認

不純物密度分布変化の考察

• 磁力線追跡を実施

- C3+密度ピークの上流で

不純物輸送が変化

- 今後は引き続き，

より低価数にさかのぼって磁力線追跡による考察を行う

• EMC3-EIRENEの結果から合成診断を作成し，

シミュレーション結果を可視分光計測と比較

- CIV発光強度を比較し，類似する分布を得た

- 他の波長・視線についても実験との比較を行う予定
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